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研究室蔵書管理システム
•研究室の書誌に関する知識グラフを作成・管理
するためのシステムです。

• 2024/10/14現在では、ISBN(13桁)のCSVを入力と
して知識グラフを作成し出力する機能のみを実
装しています。

•知識グラフの情報源として、国会図書館のNDL 
Search APIを利用しています。

•入力データは，バーコードリーダーを用いて簡
単に生成できます。

https://www.iodata.jp/product/interfac
e/barcodereader/br-ccdts2/index.htm

https://www.iodata.jp/product/interface/barcodereader/br-ccdts2/index.htm


研究室蔵書管理システムで作成した
知識グラフの書籍情報を検索できるサイト

https://shunafuku.github.io/labBooksSearch/

https://shunafuku.github.io/labBooksSearch/


検索には書籍情報を格納したSPARQL
エンドポイントを利用
検索方法は以下の3つがあります。
•キーワード検索
•詳細検索

• タイトル・著者名・主題を個別
に指定しての検索

• タイトル・著者名は文字列部分
一致検索

• 主題は、プルダウンで選択(value
はIRI、SPARQLで事前に取得)して
の検索

•SPARQL検索


